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 [授業の概要・目的]
「中国思想の文献を原典で読んでみよう」
　この講義では、中国思想に関わる名文句を記した漢文史料を「訓読」して、その内容を理解する
ことを目的とします。
　中国古典には、典拠を踏まえた表現が多く見られ、それを理解していないと正確な読解には至り
ません。この講義では、典拠の調べ方などの研究を進める上での基本的な方法を身に着けることを
目的とします。『論語』や『孟子』などの原典を注釈に基づいて正確に読むことを目指します。

 [到達目標]
中国学に取り組み上で最も基礎となる「漢文」の読解について、基本的な知識を身につける。典拠
の調べ方や、工具書の使い方、調べもののコツなどを身に着ける。

 [授業計画と内容]
基本的に以下の計画に従って授業を進める。ただし、受講者の状況などに応じて、内容を変更する
可能性がある。
●訓読の技法と調べものの方法を身につけることを第一の目的とし、２週目以降の授業では、それ
にふさわしいテキストを会読。
●必要に応じて、授業時に漢和辞典を引いて調べてもらうつもりです。必ず「紙の辞書」を持参し
て下さい。
●授業回数はフィードバックを含めて全15回とする。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
授業参加に対する評価（50%）と、学期末の課題（漢文の訓読・現代語，50%）を総合して、成績
を判定します。
　単に出席するだけでは「単位」を取ることはできませんので、ご注意下さい。
　３度の欠席で「不可」となります。

 [教科書]
使用しない

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習は、各自発表のための準備を入念に行うこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


